
東北大学「社会にインパクトある研究」 ～持続可能で心豊かな社会の創造～

太陽系の激動を探り、宇宙に拡がる文明を拓く
[1．組織形成]
A. 惑星系探査部門、B. 航空宇宙開拓部門、C. 極限生命医学部門、D. 惑星系環境防
災部門、E. 惑星系未来インフラ部門それぞれ、部門headによるゆるやかな組織化
を進めた。
* 東北大・宇宙航空連携研究拠点 https://aerospace.gp.tohoku.ac.jp/
* twitter  https://twitter.com/TohokuUniv_AIRC
この組織化と共同インフラ構築のため、施設概算要求の申請（超小型衛星運用ア
ンテナの更新) を進めた。

[2．教育・研究連携 ]
(1) 大学院講義：「太陽系惑星環境探査 + 宇宙/航空/生命」による学部生向けの全
学横断型教育の機会を大学院横断教育活動（学際研との連結講義）で発展。
(2) 研究集会：惑星圏シンポジウム（https://pparc.tohoku.ac.jp/sympo/sps/、2024
年2月20日 (火)～22日(木)）を開催。また、産学連携を含む戦略的な教育Program
の構築にも取り組み、名大で９月・３月に行われる超小型衛星教育プログラム
「民間における宇宙利用基礎・発展コース」へ本学学生を派遣。
(3) DC院生特別支援：国際宇宙大学(ISU-SSP)へのDC派遣支援制度を、本連携参加
部局メンバーが指導する大学院生への共同支援として遂行。 
(http://www.ifs.tohoku.ac.jp/spaceprog/ISU_index.html)。
(4) 学内横断プロジェクト：大学規模の生命宇宙実験を可能とする超小型宇宙実
験ユニット「BioCube」開発プロジェクトを遂行（「新領域創成のための挑戦研
究デュオ・BioCube開発 https://w3.tohoku.ac.jp/frid/project/page-56/）
(5) 社会教育活動：本学の宇宙航空活動を仙台市天文台等での企画で紹介。また
小惑星リュウグウの採取試料と探査機「はやぶさ2」観測の比較による水の喪失、
NHKヒューマニエンス「“宇宙体験”私たちの“次なる章”がはじまる」での最新線
虫宇宙実験成果などの紹介活動を実施。
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[1．組織形成]
A. 惑星系探査部門、B. 航空宇宙開拓部門、C. 極限生命医学部門、D. 惑星系環境防災部門、E. 惑星系未来インフラ部門
それぞれ、部門headによるゆるやかな組織化を進めた。
「東北大・宇宙航空連携研究拠点」webページ（https://aerospace.gp.tohoku.ac.jp/）とtwitter
（https://twitter.com/TohokuUniv_AIRC）によって、部門・関係部局諸活動の情報交流・掲示・広報を行い、本活動の
根を支える学内横断のインフラとしている。この組織化と共同インフラ構築のため、施設概算要求の申請（超小型衛
星運用アンテナの更新) を進めてきた (図1)。

関連ホームページ
https://aerospace.gp.tohoku.ac.jp/ 

2023年度における活動実績・成果の概要

図1.関係する提案活動： (左)衛星通信設備の概算要求。(右) 宇宙ビジネスフロン
ティア研究センターが東北大基金で募集する超小型衛星打上支援基金。
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[2．教育・研究連携 ]
(1) 大学院講義：「太陽系惑星環境探査 + 宇宙/航空/生命」による学部生向けの全学横断型教育の機会を大学院横断教
育活動（学際研との連結講義）で発展させた。
<合同講義> https://aerospace.gp.tohoku.ac.jp/20231002_lecture_advsolarsystem/

(2) 研究集会：惑星圏シンポジウム（https://pparc.tohoku.ac.jp/sympo/sps/、2024年2月20日 (火)～22日(木)）に、「実会
場(理学研究科)を伴うハイブリッド式」で150名程度の参加を得て、東北大も参加貢献する太陽系全域の科学探査と将
来有人活動を目指す「国際宇宙探査」に絡む戦略的な議論を行った。秋に行うJAXA主催の太陽系探査Workshopとの
セットで「年２回方式」開催であり、日本の太陽系開拓の道へ連なる戦略的議論の場となっている。(図2)
産学連携を含む戦略的な教育Programの構築にも取り組み、名大で９月・３月に行われる超小型衛星教育プログラム
「民間における宇宙利用基礎・発展コース」へ本学学生を派遣した (https://coso.isee.nagoya-
u.ac.jp/sero/course_2403.html)。

図2．惑星圏シンポジウム（2024/2/20-22）
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[2．教育・研究連携 ]
(3) DC院生特別支援：国際宇宙大学(ISU-SSP)へのDC派遣支援制度を、本連携参加部局メンバーが指導する大学院生への
共同支援として遂行した (http://www.ifs.tohoku.ac.jp/spaceprog/ISU_index.html)。工学研究科航空宇宙工学専攻・今井さ
ん(D1)を８週間に渡って派遣した。2024年2月5日には参加報告会を実施している
(https://www.ifs.tohoku.ac.jp/spaceprog/SSP23ReportMeeting.pdf。(図3)

(4) 学内横断プロジェクト：生命・工・理・流体研を軸として、大学規模の生命宇宙実験を可能とする超小型宇宙実験
ユニット「BioCube」開発プロジェクトを遂行している(2020-)。「新領域創成のための挑戦研究デュオ・BioCube開
発」（https://w3.tohoku.ac.jp/frid/project/page-56/）およびJAXA宇宙環境専門委・フロントローディング支援などを得
て、実証機の組み立てを行った。

(5) 社会貢献の一環として、小惑星リュウグウの採取試料の測定データと探査機「はやぶさ2」の観測データを直接比
較し、宇宙風化により水が部分的に失われていることを証明（日本経済新聞 
https://www.nikkei.com/article/DGXZRSP662589_X20C23A9000000/）、またNHKヒューマニエンス「“宇宙体験”私たちの
“次なる章”がはじまる」において最新の線虫の宇宙実験成果 
（https://www.nhk.jp/p/ts/X4VK5R2LR1/episode/te/K2K67WX6J3/）など広く活動紹介した。

図3. 国際宇宙大学学生派遣支
援制度
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[3．2024年度以降の活動]
2024年1月に、本拠点の一部メンバーが中心となって本学グリーン未来創造機構に「宇宙ビジネスフロンティア研究センター」が発足す
るため、本拠点は2023年度末をもって発展的に解消する。今後、全学の連携を糧に、「宇宙ビジネスフロンティア研究センター」の発展
を支援する。社会インパクト研究における本拠点活動の後継は、closeを含め、グリーン未来創造機構および宇宙ビジネスフロンティア研
究センターでの検討となる。

[拠点長挨拶]  大林拠点長から
宇宙航空研究連携拠点は、本学の宇宙航空研究関連部局を束ねて2019年度に設置され、2024年3月でその活動を終了します。本拠点は、我が国有数の総合大
学の多様な蓄積を活かした戦略的研究の推進のため、部局横断センターのもとに惑星系探査部門、航空宇宙技術開拓部門、極限生命医学部門、惑星系環境防
災部門、惑星系未来インフラ部門の5部門を設置することを目標に掲げ、また関連施設の設備概算要求、外部資金の獲得を目指して活動いたしました。中でも、
「宇宙での生命維持機構の解明に向けた、超小型衛星 Tohoku Univ. Biosatellite Cube (TU BioCube)」の開発」が、東北大学研究プロジェクト「新領域創成のため
の挑戦研究デュオ～Frontier Research in Duo(FRiD)～」に採択され、成果をあげております。
拠点設置の裏では、21世紀COEプログラム以来、常に「理」と「工」に宇宙航空に関連するプログラムが並行して実施されてきておりました。拠点設置時も、環境・

地球科学国際共同大学院プログラム、機械科学技術国際共同大学院プログラムが実施中であり、拠点活動として横断的「学部連携講義」（基礎ゼミなど）、「大学院
連携セミナー」（東北大主催でJAXA・他大学等と行っているもの）、社会教育活動（仙台市天文台、仙台市科学館、学都「仙台・宮城」サイエンス・デイ、JAXA角田
センターなど）、国際宇宙大学への学生派遣など、さまざまな教育・社会貢献活動が行われ、拠点の主催シンポジウムも毎年開催されました。

2024年1月に本拠点の一部メンバーが中心となって、本学グリーン未来創造機構に「宇宙ビジネスフロンティア研究センター」が発足いたしました。これまで国によ
る研究開発が主体だった宇宙が、民間のベンチャーを含む民間企業に開放され、その市場規模は急拡大しています。今後は、拠点活動を通じて培われた全学の
連携を糧に、「宇宙ビジネスフロンティア研究センター」の活動が発展していくことを期待しております。最後に、拠点の設置・運営にご協力いただきました皆様に深
く御礼申し上げますとともに、皆様の今後のご活躍を祈念いたします。

[東北大学グリーン未来創造機構「宇宙ビジネスフロンティア研究センター」について]
 センター長（兼務）吉田和哉（工学研究科航空宇宙工学専攻教授）

2040年には、１兆ドルを超える見込みといわれる宇宙産業市場に、世界的な成長の期待が高まっています。この産業市場においては、主導役が政府から民間へと
シフトしつつあり、人工衛星の開発や通信、ロケット打ち上げなど多方面で大手企業のみならず、ベンチャー企業の挑戦も目立つ状況となっています。
日本政府も宇宙政策の基本方針である「宇宙基本計画」を閣議決定し、宇宙活動の自立性を維持・強化し世界をリードしていく必要性を訴え、具体的な施策のひ
とつとしてJAXAに民間企業や大学などの研究開発活動支援を目的とした「宇宙戦略基金」が設置されることになりました。
このような状況を受け、本学グリーン未来創造機構の研究プロジェクトのひとつである「月面宇宙プロジェクト」を組織化し、同機構の下に「宇宙ビジネスフロンティア
研究センター」が設置されました。
本センターでは、将来の様々な宇宙ミッションを見据え、大学やスタートアップ企業等が共同利用できる小型人工衛星開発および試験施設等を設け、 我が国の地
球周回、月近傍、月以遠での超小型機による探査を牽引する研究開発拠点を形成し、企業等と連携を図り、宇宙産業市場へ挑戦することを目ざします。
宇宙スタートアップに興味がある皆さんがネットワーキングする場を作ることができればと考えています。
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